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運動会応援合戦の動画等が完成しました！！ 

「カリヨン」ハンドベルコンサートで素敵なひと時を過ごしました！！ 

５月２７日（金）に十和田市のベルアンサンブル 

「カリヨン」の５名のみなさんに本校にお越しいただき、 

全校音楽として、ハンドベルコンサートを行いました。 

コンサートは小・中学校の音楽の教科書にも載って 

いる名曲からドリカムの「LOVE LOVE LOVE」など、幅広い 

ジャンルを演奏してくれました。体験演奏会では１年生と３年生が

「かえるのうた」を演奏。職員と３年生も一緒に合奏しました。 

また、総合文化部の生徒とコラボ演奏した「ホール 

ニューワールド」は、生徒とカリヨンさんの音がキレ 

イに重なり、壮麗（そうれい）な音を奏でました。 

今回のコンサートに来ていただいたカリヨンのみな 

さんと、企画運営に尽力してくれた中村朋子先生に 

この場をお借りしてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 学校の中にある注目スポット 

を紹介するコーナーの第一弾は 

保健室前の掲示物です。 

 昨年から気になって見ていま 

すが、定期的に保健委員会が 

生徒朝会で発表したものが 

掲示されています。 

 現在は、５月１３日（金）に 

２年生で行われた「SOSの出し方講座」で紹介された 

「４本の木」と、以前生徒朝会で保健員会が発表した 

「私はチーム自分の監督」が掲示されています。 

 一樹、大樹、優樹、友樹の４本の木がそれぞれの 

個性を活かし、強風（嵐）と立ち向かいます。 

さて、私はどの木かなぁ？ポキッと折れた一樹っぽいです。 

 私がウルトラミキサーにかける妖怪はＮｏ．９「過去は良かっタヌ

キ」かなぁ？レア度☆４（最高☆５）年配の人に取り憑（つ）く事が

多く、若い子に取り憑くケースは稀との事。なるほど～ 納得！！ 

 ５月２０日（金）に行われた運動会応援 

合戦の動画ができましたのでご覧ください。 

また、学校 HPにも運動会での子ども達の 

様子を多数掲載しております。学校 HP→子どもたちの様子（保護

者用）からお入り下さい。NO.7～NO.12が運動会の様子です。 

なお、運動会に関する保護者アンケートの結果を 

裏面に載せましたので、ご一読頂ければ幸いに存じ 

ます。アンケートの結果は全教職員間で共有すると共に、 

長期休業中に来年度の運動会に向けて検討したいと思います。 

次年度の学校運営や行事の方向性は令和５年２月初旬に 

お知らせできると思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

ハンドベルコンサート動画 

（９６８．２MB） 

 

 

運動会応援合戦動画 

（１．４４GB） 

 

 

左右のＱＲコードにて、令和４年７月６日（火）１２：００まで期間を区切り、 

限定（保護者・在校生）にて公開いたします。 

なお、個人情報保護法により、無断でこの動画を保存したり、ＳＮＳ等へアップロード 

することは違法行為となります。動画の取り扱いには、ご家庭内で十分ご注意ください。 

また、再生時はデータ容量にご注意下さい。再生に時間がかかる場合もあります。 

新ALTはMr.パーカー！！ 

「わたしと君が、いまここでなにかがあって死ぬかなにかして、それでも
う酷（ひど）い目に遭（あ）わされることがなくなったとしても、いつだって
どこかで、同じようなことが起きてるんだよ。弱い人はいつだって酷い目に
遭わされて、それでもどうすることもできないんだよ。 
そんな人たちがいなくなることはないんだよ。だからって 
強いやつらの真似をしてなんとか強いやつらの側に 
なって、そういう方法で弱くなくなればいいの？そういう 
ことなの？違うでしょ？これは試練（しれん）なんだよ。 
これを乗り越えることが大事なんだよ。」 

 
5月 26日（木）に英国の世界的文学賞であるブッカー賞が発表され

ました。国際賞にノミネート（世界から 6冊）されていた川上未映子さん
の「ヘヴン」は受賞を逃したようですが、ちょっと読んでみました。 

 
作品の舞台は中学校のある教室。斜視（しゃし：両眼の視線を目標に
向かって合わせられない状態）のため酷いいじめを受けている「僕」と、
同じように女子グループにいじめられている少女コジマが主人公です。 
読み進めていくうちに、中学校に携（たずさ）わる一人 
として、心に突き刺さる場面が多く、苦しくなってきた時に 
冒頭の「わたしと君が・・・」の場面に出くわしました。 

 
「君の目がすきだよ」「君は、そうしたいなら、目を治して、あの連中に従

えばいいと思う。さんざん標的にされてきた目を治せば、もうあんな酷い
目に遭わせられることもないだろうに」コジマの言葉がやけに痛い。 

 
「たまには、スッキリしない読書もありかも」そんな気がした一冊でした。 

 ６月３日（金）の臨時全校朝

会で、新しく本校の 

ALTになったパーカー 

先生を紹介しました。 

 先生はアメリカニューヨーク

出身で、日本への来日は２回目

との事です。 

 先生の好きな 

ものはアニメとビデオゲーム。 

それにトンカツとラーメンも 

好きなようです。みなさんは 

ぜひ、日本や青森県・六ヶ所村

の事を沢山教えて下さい！ 

そして、アメリカや 

ニューヨークの事を 

どんどん聞いてみましょう！！ 

学校の注目スポット NO.1 保健室前の掲示物！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）今回の運動会に関してご意見があればご記入下さい。     
22 件の回答 

 
〇コロナ禍の中では、これが丁度良いとは思う。ただ、やはり寂しい部分
は残る気がする。平日開催も、休みやすい職場なので問題ないが、そう
ではない場合平日開催はきついと思う。午前のみの開催も、お弁当問
題もあるので、親としては楽ではあるが、年 1回のイベントなので 寂し
い気もする。 
〇競技と競技の間が長い。聞いたところ、人数が多い少ない、で時間が
かかった、との事。出られない子の代理がいるはずなので、その子がス
ムーズに出ていればいいだけなのでは？と思った。 
〇生徒が楽しみながら行っているのが伝わる、とてもいい運動会でした。
また、我が子の成長も感じられ、来年への期待が高まっています。運動
会等の学校行事は、子どもの成長を感じられる大切な機会なため、仕
事を気にせず参観できる土日に開催して欲しいと強く願います。 
〇競技する場所と観覧席が離れすぎて肉眼で見えなかった。もっと、近く
でもよいと思った。 
〇団体競技が多すぎだった。縄跳びや玉入れより違う競技を入れた方が
いいと思った。応援合戦が素晴らしかった。 
〇運動会本番にむけて、練習を頑張っている様子や、準備している姿をみ
て、成長したなと嬉しく思いました。終わってしまうと時間を戻したい。も
う一回やりたい。本当に楽しかった！とずっと話していました。運動会開
催できたことに感謝します。応援合戦、とても感動しました。またひとつ、
最高の思い出ができました。ありがとうございました。 
〇先生方お疲れさまでした。平日開催成功だと思います。欲を言えば、平
日のまま午後も開催し、学年対抗の競技がもう少しあれば良いなと思
います。後でうみなりなどで、写真を公開して下さると嬉しいです。 
〇平日という事もあり、来れない方がたくさんいたと思います。観客が少
なくてなんだか寂しかったです。 
〇応援合戦の点数発表は必要。白組が良かったと思ったが赤が勝った。
タイム、表現力、構成、声量、パフォーマンス等の得点評価基準がある
と思うので、そこは公表してあげた方が良い。リレーだが、練習不足な
のか、オープンコースを理解していないのか、レーンの取り方がおかし
いので、バトンミスにも繋がっている。応援合戦を観客側でやれるなら
縄跳びも観客側でやった方が良い。今回みたいに競技が少ないなら
なおさら。 
〇なぜ平日開催にしたのか理解できませんでした。運動会は授業の一環
で保護者や地域の人には見てもらえなくても実施することに意義があ
るとの判断でしょうか。しかし、平日開催としたことで 6 年生が見学に
来れたという良かった点もあったと思います。今回の経緯について教え
ていただけると助かります。また、放送があまり良くなかったです。滑舌

や話すスピードとかではなく人に聞かせる感じがしなかったです。先日
の小学校の放送の方がよかったくらいです。 
〇よさこい、なぜ無くなったのでしょうか？出来れば全員でやってほしいと
思っています。 
〇大縄跳び、八の字縄跳びが保護者席から見にくかった 
〇検温表がありませんでした。保護者以外の観覧は不可ですか？一中祭
はどうなる予定でしょうか。 
〇子供は父親が応援に来られないことを知りながら、似た人を見つけて
無理してきてくれたのかと思ってしまったとの事でした。 
〇意見でなく感想になりますが…「子供が主体の運動会」とても良かっ
たです！学年関係なく相談しあったり、輪になり一致団結したり、勝てば
全員で喜びあったりなどなど…とても生き生きした様子が見られまし
た。見ていてとても楽しかったです。ありがとうございました。 
〇綱引きが始まるまでの、待機時間が長いと思った。 
〇借り物競争とか先生たちの出し物あったら絶対もっと盛り上がりそう 
〇入場行進はとてもよかった。ただ、団旗に書かれている文字が相手の
組への感謝やリスペクトがないように感じて残念だった。 
〇大変おつかれさまでした。 
〇どのように練習してるか分かりませんが、応援合戦は、練習のときから
お互い見せ合い、声の質や振り付けの改善に努めた方がよいのでは
ないかと思いました。先行が不利(声の大きさが違うことに違和感あり)
に感じました。 
〇（3）でも回答しましたが、休暇取得の観点から休日開催がよかったで
す。(雨天延期の場合、不要な休暇取得となるので。) 
〇生徒同士で応援したり、拍手したりする姿がとても素敵で楽しく観覧さ
せていただきました。とても良い運動会でした。ありがとうございました。 

 

運動会に関するアンケート結果から 

78名の保護者の皆様から運動会アンケートの回答を頂きましたありがとう 

ございます。皆様からのご意見を教職員で検討し、来年度以降に活かしていき 

たいと思います。ひとつだけ、行事の平日（金曜）開催についてご説明いたします。 

令和 4年 3月 25日（金）に発行した学校だより（現在の 1年生にも小学校

を通じて配布済）にも書いてありますが、再度説明させていただきます。 

 

「行事の平日開催は、上北管内の中学校はまだ少数ですが、県外の学校は数

年前から平日開催が主流になっています。平日に行事や三者面談を行う理由は

大きく２つあります。 

①１週間の生活リズム「月～金は学校、土日は休む」のリズムを整えるため。 

②働き方改革の一環として。 

１日の生活リズムが崩れている生徒が年々多くなっている気が 

します。それに伴い、１週間のリズムが崩れている生徒も散見され 

ます。学校で学ぶ日と家でリラックスする日をリズムよく過ごすこと 

が、生徒や教職員の心身（情緒）の安定のために大切かと思っています。 

また、長時間労働や会社（働く事）中心の家庭生活により、自分自身や家族へ

の影響があり、働き方改革の必要性はみなさんもご存じのとおりです。子どもの行

事への参加や三者面談のために気軽にお休みを取ることが、働き方や SDGｓに

つながり、ひいては持続可能な社会へつながるのではと思っています。」 

 

と書いております。ただ、皆様から今回の件でご意見を伺った所、「平日の休暇

取得がかなり難しい」との声も上がっており、県内唯一の地方交付税不交付団

体である六ヶ所村であっても、持続可能な働き方でない会社が多く 

あるようで、この道のりの遠さも感じました。行事の平日開催につい 

ての賛否を 6月 30日（木）１２：００まで募集しております。 

学校 HPの校長室直通ポストまたは、右ＱＲコードよりご投稿下さい。 


